
横手市平鹿町浅舞字覚町後138

TEL 0182-24-3281

FAX 0182-24-3335

開館時間10：00～18：00

図書館で本を借りるときに、

「トリック・オア・トリート (Trick or Treat) 」

って言ってね。（「おかしをくれなきゃ

いたずらするぞ！」という意味です）

いいことがあるよ！！※中学生以下限定

平鹿図書館は開館40周年！
昭和56年5月1日平鹿町立図書館として開館しました。
前身は、昭和52年に細谷則理先生(浅舞出身)の蔵書5110冊がご遺族より
寄贈され、当時の就業改善センターに図書室を設置したことに始まります。
町立図書館の建設は、郡内の町立図書館としては県内初でした。

4年前の平成29年10月30日には、平鹿地域多目的総合施設整備事業により
図書館が新たに生まれ変わりました。
開館以来、地域の皆さまにご利用いただき、今年で40年。
これからも、皆さまに愛される図書館を目指し、頑張って参ります。

大人だっておはなし会！

絵本を読んでもらう時間が心地よいのは、

子どもだけではありません。秋の夜長に、

ゆったりと絵本に耳をかたむけましょう。

素敵な音楽も一緒に聴きながら、夜の図

書館でお過ごしください。

おはなし会：グループ木もれび

ギターの弾き語り：ごやさん

定員20名／要申込☎24-3281

のイベント 吉田城址（平鹿町吉田田ノ植）の一角に「秋田
自由民権発祥の地」と刻まれた碑が立っていま
す。文字を刻んだ歴史学者の色川大吉氏が９月
７日に亡くなられました。
色川氏を招き「自由民権百年」の集会が平鹿町
で開催されたのは、今から40年前の９月13日。
平鹿町の柴田浅五郎氏が指導者となり秋田立志
会を率いた運動には強い弾圧がありましたが、
それらの真相を色川氏が解明したものでした。
農民たちが自由民権の声をあげ続け、政治を動
かし、憲法の発布と国会開設に尽力した功績を、
今、読み解いてみてはいかがでしょうか。

吉田城址に立つ記念碑

『秋田の自由民権』
秋田県自由民権百年記念実行委員会／編
秋田文化出版社

『夜明けの謀略』
長沼 宗次／著
西田書店

『自由民権の地下水』
色川大吉／著
岩波書店



『エンジョイ!クラフトビール』
スコット・マーフィー／著
KADOKAWA

大人でも防災グッズを揃えるのは
どこから始めればよいかわからな
いもの。グッズの選び方、点検方
法などが写真で分かりやすく解説
されています。防災のはじめの一
歩にピッタリな一冊。

『親子で学ぶ防災教室
防災グッズがわかる本』
今泉 マユ子／著 理論社

『どんぐりかいぎ』
こうや すすむ／文，片山 健／絵

福音館書店

『子どもテツガク』
小川 仁志／著，林 ユミ／絵

主婦の友社

哲学とは日常の素朴な疑問を自由
に問い、考えること。「勉強って
必要？」「当たり前って何?」な
ど86の問いに、ひとりひとりの違
う答えを楽しみながら考えてみま
せんか。

ご自由にお使いいただけます。
図書館でお借りになった本を
除菌機に入れてスイッチオン！

※この機器は、紫外線で除菌を
しながら風を当ることで、ホコリを取り
においを軽減するものです。

秋に実ったドングリは森の動物た
ちの冬の間の大切な食糧。あちこ
ち地面に隠しておきますが、春に
なると食べ忘れたドングリから芽
が出ます。ある年、ドングリが食
べつくされてしまって…

※詳しくは、市内図書館にあります応募要項、または
図書館ホームページをご覧ください。

平鹿町や秋田県に関する本を
収集しています。お気軽にお問合せください。

絵本を読んでほしい人に
いつでも読みます。

図書館の人に
声をかけてくださいね。

ご自宅で
本を読む
前と後には

手洗いを

【図書館利用についてお願い】

館内では
マスクの着用を

入館前に

手指の消毒を

入館票のご記入を

感
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予

防

対

策

横手市大雄は日本で屈指のホップ生
産地。「よこてホッププロジェクト」とは官民
一体となり持続可能な「ホップの郷」を目指す
取り組みです。
「よこてホッププロジェクト」のパネルを展

示するとともにビールの本を集めました。

横手市ではホップ栽培技術研修を行っています。
応募期間は令和3年10月29日（金）まで。
横手市のホームぺージ、または「研修生募集要項」を
図書館で用意しております。

『朝のコーヒー、夜のビールが
よい仕事をつくる』

馬渕知子／著
クロスメディア・パブリッシング

『ニッポンのクラフトビール』
枻出版社


